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 ６月２１日に、避難訓練と引き渡し訓練を実施しました。 

 今回の避難訓練のねらいは、水害が発生した場合、校舎３階に安全迅速に避難ができる
ようにすることでした。 
 子どもたちは、放送の指示で、おしゃべりをせず、整然と、そして素早く避難しました。
一つの教室に２学級の子どもたちが避難します。３階教室の子どもたち（４～６年生）は
机を下げるなどして避難スペースを作り、下級生などが安全に避難できるよう準備しまし
た。 
 明新地区は九頭竜川をはじめ、馬渡川や多数の用水路等があります。これから台風の時
期に入ったり、ゲリラ豪雨等集中的に雨が降る恐れがあったりが考えられます。地震に対
しての備えと共に、水害についてもご家庭で話し合っていただけますとありがたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下校時に合わせて、引き渡し訓練も実施しました。保護者の方には、上の学年のお子さ
んの教室からお迎えに行っていただきました。各教室で子どもたちは、おうちの方が迎え

に来られるまで落ち着いた気持ちで待っていました。 
 もしもの場合に備えて、いつも落ち着いた気持ちで過ごすことの大切さを感じた一日で
した。ご協力いただきました保護者の皆さま、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 また、7月16日（水）の緊急の引き渡し下校では、ご協力いただき、ありがとうございました。 

災害に備えて ～避難訓練＆引き渡し訓練～ 



 

 

 

６月２６日（木）に、「親子で考える防災」に

ついて各家庭で課題に取り組みました。 

この活動では、「自分の命は自分で守るため

に、子ども自らが考えて安全確保や避難ができ

るようにすること」「水害の危険を理解し、子ど

もたち、保護者、教員が水害に備えてできること

を考えること」をねらいとしています。 

1 年生と５年生は、親子で、通学路や家の周り

で洪水や浸水時に危険なところを見つけて、タブ

レットで写真を撮影する活動です。さらに５年生

は、Key note というアプリを使って、気づいた

ことをおうちの人と一緒にできるところまでまと

めてきました。撮影した写真は、今後の授業で使

用する予定です。 

２年生と３年生は、親子で相談し、避難時に持

っていく物を考え、子どもたちに配付したワークシートに必要事項を記入 

しました。実際に準備したご家庭は、学校で使用しているタブレットで防災グッズの写真を撮

影しました。 

４年生と６年生は、防災新聞を作成しました。明新地区で想定される災害を設定し、どのよ

うに工夫して避難するか、災害が起こると分かっていたらどうするかなどを記載した新聞で

す。「明新地区防災マップ」を参考にして、新聞を作成した子もいました。 

「備えあれば憂いなし」  継続して、ご家庭内で防災について話し合っていただけますとあ

りがたいです。 

 

 

 

 

福井市では学校教育方針の中で、家庭や地域との連携も盛り込んでいます。本校でも、この

ことを重視し、関係する施設や方々と連携し、教育活動を共に進めたり、子どもたちの成長を

共有したりしています。 

６月２０日（金）には、第１回の家庭・地域・学校協議会を開催しました。委員は、明新地区自

治会連合会長様、明新公民館長様、明新地区交通安全推進協議会長様、明新地区社会福祉協

議会長様、青少年育成市民会議明新支部長様、主任児童委員様、学識経験者様、児童館長様、

児童クラブ館長様、明新小ＰＴＡ会長様、同副会長様の１１名の方々で構成されています。当日

は、校内を巡り、子どもたちの授業の様子を見ていただいたり、本校の教育活動についてご

意見を伺ったりしました。委員の皆様からは、子どもたちの落ち着いた授業態度等を見てい

ただき、高い評価をいただきました。 

また、話題の一つとして上がったのが、登下校時の見守りにおけるあいさつに関してです。

ある委員の方が、「近所の子に対しあいさつをしても、不審者と思われるのではないかと不安

になり、声をかけづらい。」という悩みを話されました。一方で他の委員さんからは、「とにか

く顔なじみになって、子どもたちに認識してもらうようにしている。」とのお話をいただきまし

た。みなさんが明新小学校の子どもたちを大切にしてくださっているとの実感が強まった会

議となりました。 

親子で考える防災 

地域の方々と連携して  

防災新聞 


